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1 3 8 金沢大学十全 医学会雑誌 第88 巻 第 1 号 138 - 15 4 (19 79)

チコ 骨盤神経求心系の 大脳皮質 へ の 投射

金沢 大学大学院医学研究科脳 神経外科学講座 ( 主任 : 山本信 二 郎教 授)

長 谷 川 健

( 昭和 54 年1 月 10 日受付)

本論文の 要 旨は , 第7 . 8 回日本脳波筋電図学会 ( 19 7 7 .
1 9 7 8 ) ･

第 31 回 日本自律神経学 会 ( 19 7 8 ) に お い て 発 表 し た .

骨盤神経 は , 膀胱と 直腸 , 生殖器 な ど に 分布し . 排

尿排便反射 や骨盤神経腹圧 反射
II2I

な ど の 反 射機能 に 必

須の 役割を果 して い る . そ れ と 共に こ の も の の 求JL ､ 系

は , 尿意便意 な ど骨 盤内臓 系の 意識 に の ぼ りう る特殊

内臓感覚な ら び に 骨 盤内臓痛覚
引 ～ 別

の 伝達 に あず か り .

中枢性排尿 障害や p a i n の 問題 を 考え る上 で 重 要 な 意

義 を も つ .

久 留
印 厄 , 骨盤 内職感覚 の 求心路 に は側索 な ら び に

後索 を上行す る 2 っ の 径路が あ り . そ の 線推群 は延 髄

の 迷走 神経背側核 , 孤束核 な ら び に 疑核の 近傍 に 終末

す る と主張 した . 次 い で 山本 ら
8桝

は . ネ コ 頚髄後索最

中央部 の 表層 部よ り勝胱の 拡張 に 同期す る 電位 を 記録

し た . 山本 ら
1 囲 1 0 卜 1 封

は 一 骨 盤神経刺激で 著明な腹圧 冗

進の 起 こ る事 を発 見し . こ れ を骨 盤神経腹圧 反 射と 呼

び .

一 連 の 実験か ら ネ = = こ お い て 腹圧反射 を生ず る骨

盤神経求JL ､ 系 は g r o u p Ⅲ線維群 で あ り , 主 に S l お よ

び S妄 の 後根 を経て 脊髄 側索 を両側性 に 上行 し ,
そ の 反

射中枢 は延髄 に 存在す る が , 橋 も ま た こ の 反 射 に 影響

を も つ こ と を証 明した . 石 黒 Ⅷ
は , 骨盤神経刺激 に よる

著 明 な誘 発 電位 お よ び誘発単位 発射を 延髄 外側網様体

な ら び に 橋吻 側の 管外側網様体か ら記録し た . 富子
川

は , 骨盤神経の 勝胱枝と 直腸 枝 を別々 に 刺激し . 下位

脳 幹 に お け る誘発電位か ら直腸 枝 は中部延髄外側網様

体お よ び孤 束近傍に 優位 な投射 を示 し , 両枝の 投射 間

に 相互 抑制的干渉を 認 め た . 沖
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は , 骨 盤神経刺激 に よ

る 脊髄 の 誘発背面電位お よ び単位発射記 録か ら , 骨 盤

神経 一 次求JL ､ 性線推 は主 に 仙髄 の R e x e d の Ⅴ 層 に 終

末す る と述 べ て い る .

骨盤 神経 に 関わ る 大脳 皮質 の 研究 に つ い て は , 遠心

系 に く ら べ 求心 系 の 報告は 少 な く , P a tt o n
1 6)

は ネ コ

に つ き . 大脳 皮質下肢領域 に 骨 盤神経 の 投射野の ある

こ と を 見 た に す ぎ な い . 著者 は . 平均 加算の 方法によ

っ て 骨盤神経電気刺激 に よ る大脳皮 質で の 誘発電位を

検索 す る と と も に , 急性脊髄切戟実験 を 行い
, 脊髄横

断 位 に お け る骨 盤神経求心路の 位置 に つ い て も検索し

た .

材料お よ び方法

実験 に は , 体 重2
～

4 . 5 k g の 成 ネ コ 2 5 匹 を使用 し

た . t h i a m yl a r s o d i u m 2 0 m g / k g の 静注麻酔 下 に気

管切開を 施し気 管 カ ニ
ュ

ー レ を挿入 した , 股静脈に ポ

リ エ チ レ ン ｡ チ ュ
ー ブ を挿 入して 静脈を 確保し . 適宜

薬 剤注入用 と し た . 角膜反射が 確実 に 回復する の を確

か め た 上で . 維 持麻酔 と し て al p h a
-

C h l o r al o s e を用

い た . a l p h a ･ C h l o r al o s e は , 中枢神経系の 興奮作用を

も ち , 他の 麻酔 剤で は抑制 す る多く の 反応 を反っ て増

強す ると い う特 異な麻酔剤 で あ るた め , 誘発電位法に

よ る 大脳 研 究の 動物 実験 に 頻用さ れ て 来 たが
り卜 2 0I

. 諸

家の 報告に 見 られ る こ の 薬剤 の 大童投与( 例え ば 60 ～

80 m g / k g I V .) は , 3
～

4 時間迄 は誘発電位の 高 い増

強効果が 見 られ る 反 面 . 大脳 皮質や 皮質下組織に 大振

幅の て ん か ん 様 棟 波
"

c h l o r al o s e s pi k e
M

を も 生ず

る
2 1)

～ 2 4J
. 骨 盤神経の 単発 刺激( 0 . 5 m s e c , 0 . 5 H z , 5 V )

に よ る大脳 皮質誘 発 電位 は小 さ い た め , 平均加算の 過

程 に Ch l o r al o s e s p i k e が 混入す る と正 確 な記 録 の 大

き な障害 と な っ た . した が っ て 記 録 に あ た っ て は , 皮

質脳 波 を観察 し 6 ～ 8 凌が連続 し て 出現 し . c h l o r a
･

l o s e s pi k e の 出ない 麻酔 深度 を維持 す る こ と に し ,
逐

次投与 に よ る全量 は大概70 m g/ k g で あ っ た .

山本 ら
1】

の 方法 に より , 腹部正 中切開を行 い
, 両側骨

P r o j e c ti o n s o f p el v i c n e r v e aff e r e n t s t o t h e c e r e b r al c o rt e x o f t h e c a t . T a k e s h i

H & S e g a W a ,
D e p a rt m e n t of N e u r o s u r g e r y , (D i r e c t o r : P r o f . S . Y a m a m o t o) , S c h o o l of

M e d i ci n e
t
K a n a z a w a U ni v e r s i t y .
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盤神経を露出し ･ 直腸 側壁 の 位 置 で 2 m m 間隔 の 鍛 線

双極電極 を装着し , こ れ を刺激電極 と し た . 電 極周囲

に は流動 パ ラ フ ィ ン を含ま せ た綿と パ ラ フ
ィ

ン 絶縁膜

を置き , 神経の 乾燥お よ び電流漏洩 に よ る障害を避 け

た .
つ い で 尿道 を露 出し . 膀胱頚部 よ り約 2 c m 下部で

切開し カ テ ー テ ル を 挿入L 勝胱 内圧 を測定 した . 骨 盤

神経の 電気刺激で 勝胱内圧 の 上昇と腹 圧反 射を認 め
,

かつ 電流漏洩の な い こ と を確認 した
. 骨盤 神経 と近 接

して 存在す る閉鎖 神経 を ∴ 電流漏 洩 に よ る 障害 を防 ぐ

ため圧 挫切断し , 腹 壁を縫合し た あ と 腹位 と し , 頭部

を固定器に 固 定 し た . 2 % g a ll a m i n e t ri e th i o d i d e

を1 c c / k g 静注に て 非動化 し , 人工呼 吸器 に て 陽 圧 呼

吸を維持 した .

頭 部正 中線 に 沿 っ て 皮膚切開を行 い
, デ ン タ ル エ ン

ジ ン お よ び砕骨相子 を 剛 ､ て 関頭 した . 側頭葉あ る い

は前頭 葉底面 を検索の 対象と し た もの で は . 側頭筋 を

除去し下顎骨 頭 を 砕骨 相子 で 除 去し , 前頭 洞を 開放衡

眼高骨 を 除き 眼球 を 摘除 し た . ま た大 槽を 開放 して 脳

脊髄液を ド レナ
ー ジ し . 大脳皮質の 呼吸性移動 を減少

させ た ･ 脊髄内求心路 の 位置 の 検索 に は , 第 2 , 第3 頸

推椎弓切除 を 行い . こ の 高さ に お い て 脊髄 の 切戟を 行

い ･ そ の 誘 発電位 に 対 す る影響を観察 し た ∴露出し た

大脳皮質 なら び に 脊髄 は . 体温( 37 ～ 3 8
0

c ) に 温め た

流動パ ラ フ ィ ン をお き 冷 却と乾燥 を防 い だ
. 手術創 お

よ び固 定器に よ る圧点 に は 1 % 1i d o c ai n e を 注 射 し

た ･ 実験室 の 室温 は 27
0

c
. 湿度70 % に 保ち , 動物 は温

水p a d に て 直腸温 35 ～ 3 8
0

c に 維持し た .

末梢神経の 電気 刺激 に は , ア イ ソ レ
ー

ク ー を介し た

電 子 管 刺 激 装 置 ( 日 本 光 電 , M S E - 3 R ) に よ

り ･ 0 ･ 5 m s e c の 矩形波電 流を使用 し た
. 誘 発 電位 の 記

録に は
･ 径0 ･ 8 m m の 銀 ポ ー

ル 電極を 使用し , す べ て 単

極誘導で お こ ない . 不 関電極 は側頭筋 に 置い た . C R 一
増幅器( 日本光電･ R B -2 ) に よ り 増幅 し , こ れ を電子

計算機 ( 日本光電 ･ A T A C 5 01 -1 0 ) に よ り 平 均 加 算

し, X ･ Y レ コ ー ダ ー

( 桟 札 T y p e 3 0 7 7 ) で 記 録 した .

必要に 応 じて 磁 気 テ
ー プ ( S O N Y . D F R ･ 37 1 5 ) に 記録

した ･ 増幅器の 時定数 は0 ■3 抄 に 設 定 した . 誘発電位

を記録し た 部位 は全 て 墨 汁で マ ー

ク し . 実験終了 , 固

定後に そ の 位置を 確認 し た .

脊髄の 切戟 に は ･ 安全 カ ミ ソ リ刃 の 一 部を折 っ た も

の を持針器で 把持し 仁 顕 微鏡下で 手術操作 を し た . 実

験終了後 ･ 取り 出し た 脊髄 を10 % ホ ル マ リ ン で 固 定

し, セ ロ イ ジ ン 包 壊 し た あ と 50 〟 連 続 切 片 を 作成

し･ W eil 氏髄鞘染色 をお こ な い 切戟部位を 検索し た .

成 績

Ⅰ･ 大脳 皮質誘発電位

1 ･ 波形 ･ 分布 ｡ 潜時 ｡ 振幅

骨 射中経を s u p r a m a x i m a l の 強さ ( O . 5 m s e c
, 5 V

.

0 ･ 5 H z) で 電 気 刺激 して 大脳皮質表面か ら記 録さ れ る

誘 発電 位の 波形 は , 基本的に 陽 一 陰性2 相性波と 陰性

2 峰性波の 2 っ で あ っ た .

有意な誘発電位の 得ら れ た領域 は , 大脳 半球 両側性

に , C r u Ci a t e s u l c u s を 挟 む a n t . si g m o i d g y r u s

(M l) と p o s t ･ S i g m oi d g y r u s (S I) ,
e C t O S yl v i a n

g y r u s 前部( S Ⅲ) , O r b i t al g y r u s (O G ) お よ び m a r .

g i n al g y r u s ( M G ) で ある . 長時間安定し て 記録可能で

あ っ た6 例31 5 点 を選 び . 各領域別 に誘発電位 の 潜時

と振幅を ま と め 表1 に 示 す . ま た
, 図1 は大脳 皮 質表

面 に お け る記 録 の 代表的実験例を 示す . い ず れ も言己録

部位と反 対側 の 骨盤神経電気刺激 に より 記録 し た も の

で あ る .

1 ) a n t ･ Si g m o i d g y r u s ( M I) と p o s t , Si g m o i d

g y r u s (S l = こ お け る誘発電位 ( 図1 , C )

誘 発 電位 は M I と SI に 広く記録さ れ るが , 初期陽性

波 を も っ 陽 一 陰2 相 性 波 は c r u ci a te s ul c u s を 挟 む

a n t ･ S i g m o id g y r u s の 後 方 と p o s t . s i g m o i d

g y r u s の 内前方 に 分布が 集中す る . S I で 見 ら れ る 初

期陽 性彼 の 振幅 は76 .5 ± 7 6 . 毎Ⅴ で あ り ,
S Ⅲ .

O G ･ M G の も の に 比 べ 最 も 大 き い . p o s t . si g m o i d

g y r u s 中間部 に は , 2 っ の 頂 点潜時が そ れ ぞ れ 48 .1

± 7 ･ 1 m s e c
. 9 2 ･ 9 ± 1 2 . 2 m s e c で 陰性2 峰性波が 見 ら

れ
･ g y r u S を 外側に ゆく に つ れ陰性 2 峰 目 の 頂 点 潜

時 が 延 長し 振幅を増す . こ の 傾向が c o r o n a l s u l c u s

を 越 え て C O r O n al g y r u s で も 見 ら れ る . a n t .

Si g m o id g y r u s の 前方 へ は急速 に 電位の 振幅 が 小 さ

く な り , 有意 な反 応が 見 られ なく なる .

2 ) e c t o s y l v i a n g y r u s 前部 ( S Ⅲ) に お け る 誘発

電 位 ( 図1 . D )

S [ に お け る 初 期 陽 性 墟 を も っ 誘 発 電 位

は ･ O r b i ta l s u l c u s 後 端 に 沿う小領域 に 限 局 し て 見

られ る ･ 初期陽 性疲の 振幅は , 1 7 .1 ± 5 . 9 〟 V で あ り

SI
･
O G 等他の 記 録部位 と比 べ 最も 小さ い

. 陰 性 2 峰

性波 は ･ S □ に 比 較的広く 分布し て 見 られ , そ の 振 幅

は 70 ･ 1 ± 4 1 ･0 〟V で S I の も の に 次 い で 大き い .

3 ) o r b i ta l g y r u s ( O G ) に お け る 誘 発 電 位 ( 図

1 . B )

O G に お い て も著明 な反応 が見 られ る . 陽 一 陰 2 相

性波が O G の 前 ･ 中部に 広 く分布し て 見 られ . そ の 立

ち 上が り潜時 は 20 ･ 0 ± 2 ･2 m s e c で あ り . M I
,
S l

,
S
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表 1 骨盤神経刺激 に よ る 大脳 皮質誘発電位の 滞時お よ び振幅

陽 一 陰 2 相性 波

潜 時 ( m s e c) i 振 幅 (〃V)

】 立 ち 上 が り ｢
~
盲1壷 波 頂 点 陽 性 波 陰 性 波

18 . 3 - 2 5 .0 7 5 . 0
～

1 2 0 . 0
H

3 1 . 2
～

2 1 2 . 5 4 0 . 1 ～

1 9 3 . 8
(2 0 ･ 9 ± 2 ･2) す ( 9 8 ･ 0 ±1 6 ･ 6) (7 6 . 5 ±7 6 . 4) (1 0 9 . 3 ± 4 . 7)

1 6 ･ 3
-

2 1 ･8 ; 77 ･ 5 ～ 9 7 ･ 5 3 1 . 3
～

1 4 5 . 0 1 0 6 . 3
-

31 2 . 5

■ (2 0 . 5 ± 1 ,9) 2 ( 8 5 , 8 ±1 0 . 4)
‖

(4 8 . 2 ±2 9 . 2) (1 7 7 . 1 ±1 1 7 . 3)

S II
2 0 . 0 ～ 2 3 .8 1 1 0 . 0

～ 1 4 0 . 0 8 , 9
～

2 5 . 0 4 0 .1 ～ 1 3 1 . 3
(2 1 . 1 ± 2 .1) (1 2 0 . 0 ±1 3

. 7) (1 7 .1 土 5 . 9) ( 7 5 . 6 土4 2 . 9)

O G
1 8 . 8

～

2 2 . 5 】 8 6 .3
-

1 1 7 . 5 3 1 . 2 ～

1 14 . 0 4 0 .1
～

1 5 1 . 3
(2 0 . 0 士 2 . 2)

-

(1 0 7 . 3 ±1 2 . 7) (6 8 . 8 士2 9 .0) (1 0 1 . 5 土41 . 8)

M G
2 0 . 2

～

2 2 . 5

(21 . 7 ± 1 . 5)

芦
1 2 0 .5 - 1 5 5

.
0

(1 3 4 ･ 6 土1 4 ･ 4) i
【

(2告:三; 芋?ケア
26 . 7 ～ 8 9 . 0

(4 8 . 2 ±3 0 . 4)

陰性 2 峰性波

薄 暗 ( m s e c) 振 幅 レⅤ)

立ち 上 が り 第1 峰頂点 第 2 峰頂点 第 1 峰 第 2 峰

S I
2 0

.0
～

2 5 . 5 3 6 .3
～

5 5 . 0 7 7 .5 ～ 1 1 0 . 0 3 7 .5
～

1 6 8 . 8 3 7 . 5
～

2 1 8 . 8
(2 2 .5 ±1 . 6) (4 8 .1 ±7 , 1) ( 9 2 . 9 土1 2 . 2) (9 8 . 6 ±4 0 . 0) (1 3 6 . 0 ±5 3 . 7)

S II
2 2 .5

～

2 3 . 8 48 .5 土5 3 . 8 9 6 . 8
-

1 1 0 .0 1 8 . 8
-

1 2 5 . 5 7 5 . 0 ～ 2 7 5 .
0

(2 3 .2 ±4 . 5) (5 0 . 9 士2 . 2) (1 0 6 . 4 土 5 . 8) (7 0 .1 ±41 .0) (1 3 3 . 3 ±7 3 . 1)

O G
2 0 .8

～

2 3 . 5 5 6 . 5
～

6 2 . 5 1 02 . 5
～

1 1 0 . 4 3 8 . 4 ～ 4 4 . 5 1 1 1 . 3
～

1 5 1 .3
(2 1 .9 ±1 . 1) (5 9 . 3 土3 . 0) (1 0 7 . 3 ± 3 . 4) (3 2 . 7 ± 8 . 8) (1 2 7 . 9 土1 7 . 2)

M G
2 2 .5

～

2 8 . 2 5 0 . 0
-

5 7 . 5 1 20 . 0 ～ 1 5 5 . 0 0
～

5 7 . 9 8 9 . 0
～

2 0 0 3
(2 4 . 9 ±3 . 0) (5 3 . 6 士3 . 6) (1 3 7 . 8 士1 4 . 0) (2 6 . 2 ±1 8 . 6) (1 2 4 . 6 士5 1 . 2)

S I : p O S t . Si g m o i d g y r u s

M I : a n t . Si g m o i d g y r u s

S Ⅱ : e C t O S yl v i a n g y r u s 前部

O G : O r b i t al g y r u s

M G : m a r gi n al g y r u s

M I で は . 陰性 2 峰性波形 を示す 有意 な 反応 は得 ら れて い な い
.

丑
,
M G の 中で 最 も短か い . 初期陽性波の 振幅68 .8 ±

2 9 ･ 0′∠Ⅴ は
,
S I に 次い で 大き い もの で あ る , O G を 後

方 へ
t a n t . s yl v i a n g y r u s に 近づ く に つ れ 陰性 2 峰

性波が 見 られ
, 次第 に 電位の 振幅は 小さ く な る . 陰性

2 峰性彼の 立ち上が り 潜時21 . 9 ± 1 .1 m s e c も , 他 の

記録部位 (S I
, S Ⅱ , M G ) の 陰性 2 峰性彼 の そ れ と比

べ 最 も短か い .

4 ) m a r gi n al g y r u s ( M G) に お け る 誘 発 電 位 ( 図

1 , A )

M G の 前部 に . 長潜時の 立ち 上が り と 反応 の 遅 い 成

分 が優勢 を示 す誘発電位が 分布す る . 陽 一 陰2 相性波

と 陰性 2 峰性波の 立 ち上が り 潜時 .
そ れ ぞ れ 21 . 7 ±

1 ･5 m s e c , 2 4 .9 ± 3 . O m s e c は , 他の 記録部位( SI
,
M I

,

S Ⅲ , O G ) と の 比較 で 各 々 最 も長 い .

2 . 刺激電 流の 強さ と 誘発電 位

骨盤 神経 に 与え る 電気 刺激 ( 0 . 5 m s e c
,
0 . 5 H z . 矩形

波) の 刺激強度を種 々 に かえ て , 誘発電位 に お こる変

化を SI , S [
,
O G で 見 た例 を図 2 に 示す . 各記 録例

の 初期相 に 見 ら れ る SI
,
O G の 陽性波 お よ び S Ⅲ の 陰

性波 ま た各初期相 に つ づ く 緩 い 電 位 は , 共 に 0 .6
～

0 . 7 V 以 上 の 刺激強度で 明瞭な 出現 が 見 ら れ る . 刺激

を強 め ると , そ れ ら各液相の 振幅 は 次 第 に 増 大す る

が , 3 . 0 ～ 3 . 5 V 以 上で は も は や増 強は見 ら れな い . 潜

時 に つ い て 見 ると 0 .6 ～ 0 .7 V の 開値か ら次第に 刺激

を強 めて も立ち 上が り 港時に 変化 は見 ら れ な い .

一 方.

上記 の 閥値刺激 に よ る S I
, O G の 陰性波 , S Ⅱ の 陽性
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波の 頂点潜時 は そ れ ぞ れ 105 . 1 2 4 . 1 0 9 m s e c で あ る

が
･ 刺激 を強め る と次第 に 短縮し . 5 V で そ れぞ れ7 8 .

60 f 7 6 m s e c に な り . そ れ以 上の 強さ で は も はや 変動 は

見られ な い
.

3 . 回 復過 程

図3 は ･ 骨 盤神経 に S u P r a m a X i m a l 強度で 種々 の 時

間間隔 で 2 発 刺 激を 与え , 第1 刺激に よ る 反応 に 対す

る第2 刺激 に よ る 反応 の 最大振幅を 示す 陰性成分の 振

幅の 比を算 出し た 回 復 曲線 を 示 す . S l 誘 発 電 位 で

は ･ 1 0 0 m s e c ま で は完全 に 抑 制 さ れ
, 7 0 0 m s e c 間 隔

で 52 % 1 1 20 0 m s e c 以 上で 完全回復 を 示す . O G 誘 発

電 位 は ･ 1 50 m s e c 間 隔 ま で は 完 全 に 抑 制 さ

れ ･ 3 5 0 m s e c で 5 1 % ま で 回 復 し , 1 2 0 0 m s e c 以 上 で

完全な回復を示 す ･

一 方 , S Ⅲ誘発電位 は , 1 0 0 m s e c

間隔で は 完全 に 抑制さ れ ･ 5 0 0 m s e c 間隔で 73 % に 回

復し ･ 9 5 0 m s e c で 1 0 0 % 回復す る .

/ _

S S
｣

藍子ヽ
→･ -

′
■■

ヽ

1 4 i

図1 対側骨 噺申経刺激に よ る大脳皮質誘発電位の

分布

A : 上 方 ･ B : 下方
, C : 前方

,
D : 側方よ り大

脳 を見た も の
･ 図の 黒 く 塗っ た部分 は初期陽性波

の 得 られ た部位 を示 し , 四 角枠で囲 む領域 を各々

左側に 拡大 して 示 す .

各誘発電位 は
,

t r a C e の S h o c k a r tif a c t に 相当
す る部位 に お い て 記録され た .

校正 : 5 0 0 / ∠Ⅴ
,
1 0 0 m s e c .

電位 は全て
, 上 へ の ふ れ 険阻

略 号

a n S . a n s a t e s ul c u s

A S ･ a n t e ri o r sig m oid g y r u s

C ･ C O r O n al g y r u s

C O r . c o r o n al s ul c u s

C r . c r u ci a t e s ul c u s

E S ･ e C t O S yl v i a n g y r u s

l a t . 1 a t e r al s ul c u s

M ･ m a r gi n a l g y r u s

O ･ O rb it al g y r u s

P S ■ p O S te ri o r sl g m Oid g y r u s

S S ･ S u P r a S yl vi a n g y r u s

S u P ･ S yl v . s u p r a s ylvi a n s ul c u s

4 . 頻回 刺激

骨盤 神経 に 与 え られ た s u p r a m a x i m al 強度 の 頻

刺 激 に よ る誘発電 位 は
, 0 . 3 H z お よ び 0 .5 H z の 頻 度

で は波 形 ･ 捌 副 こ変化を認 め ない が
. 1 H z 以 上 の 刺激

頻度 で 各液相の 振幅に 減 少 を来す . 3 H z で は 20 ～

3 0

% ･ 5 H z 5 ～ 1 0 % と刺激頻度 の 増加と 共 に 急 速 に 抑

制さ れ
. 8 H z 以 上で は も はや 反応 は得ら れ ない

. こ の

頻回 刺 激に よ る 抑制 の 傾向は . 特 に 誘発電 位 の 65 ～

80 m s e c よ り あ と の 遅 い 相 に 著明 で あ る . 図 4 の A

は ･ 記 録部位の 対側骨盤神経刺激に よ る S I 誘 発電 位の

1 例 で あ る ･ 潜 時40 m s e c に 頂点 を もっ 陰性相の 振 幅

は 1 H z の 刺 激頻度 で 64 % , 3 H z で 3 3 % , 5 H z で は

10 % に 抑制さ れ る . B は
, A と同 一 記録 部 位 で 同側

骨 盤神経 刺激 に よ る誘発電位 に つ い て 同様 な結 果を示

す ･ 頻回刺激 に よ る誘発電位 の 振 幅 の 変 化 に 関 し て

は ･ S Ⅱ ･ O G と も は ぼ 同様の 結果 を示 し た .
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図 2 . 骨 盤神経刺激電涜 の 強さ と誘発 電 位の 波 形

A : 対側骨盤神経刺激 , B : 同側骨盤神経 刺激 .

S I
,

S m O G の 各部位 よ り記録 . 各部位と も0 .6 ～ 0 .7 V 以 上の 刺激強度で 誘 発 さ れ ,

波形 , 立 ち上が り 潜時 は刺激を 強め て も変 らず , 3 . 0
～

3 .5 V で 最大振幅が 得 ら れ る ･

較正 : 5 0 〟Ⅴ

Ⅱ .
パ ル ビタ

ー ル剤投与に よ る 誘発電位の 変化

骨 盤神経電気刺激 に よる 大脳 皮質誘発電位 に 及 ぼす

パ ル ビ タ
ー

ル 剤の 影響 を見 るた め に , 短時間作用性 の

性質を も っ th i a m y l a r s o d i u m (C i t o s o l⑧) 1 0 m g/ k g

あ る い は 20 m g ノk g を経静脈投与 し て . 誘発電位 お よ

び皮質脳波 の 変化を経 時的に 記 録 し た . 1 0 m g / k g 投

与例 ( 図 5 ,
A ) で は , 投与 前に 潜 時お よ そ 58 m s e c に

頂 点 をも っ た 陰性波の 振幅が t 投与30 秒後 に は 35 %

に . 3 分後 33 % , 7 分後3 3 % に減高し て い る . こ の

間, 皮質脳 波も 顧 箸に 抑制さ れ , 投与前の 4
～

5 c / s ♂

彼の 連続性 は消失し て い る . 1 3 分後 の 陰 性彼 の 振 幅

は57 % , 2 0 分後70 % に , そ し て 60 分後で は 100 %

と なり , 皮質脳 波上 もは ぼ薬剤 の 影響か ら回復を 示し

て い る .

一 方 , 薬剤投与前反応 の 潜時 100 m s e c 前後よ

り 200 m s e c に か けて の遅 い 相 に獲い 経過 で み ら れ る

陽性電位 は , 薬剤投与で 著明に 抑制さ れ て 平坦 と なり

20 分後 より 回 復を示 して い る . こ れ と期 を
一 に し て 陰

性彼 の 頂 点港晴 は投与前 58 m s e c で あ っ た も の が , 投

与30 秒後 48 m s e c
. 3 分後 51 m s e c

, 7 分後55 m s e c と

短縮し . 1 3 分後 より 58 m s e c と元 に 戻 る . 2 0 m g/ k g

投与( 図 5 , B ) で は
. 1 0 m g / k g 投 与よ り誘発電位の 抑

制が よ り 著明で あ る . 誘発電位 の 57 .5 m s e c に 頂点潜

時の 見 られ た 陰性波 の 振 幅 は
, 投与30 秒後 10 % . 3

分後6 % に 著滅 し , 1 5 分後 23 % と 回復 の 兆 しが 見 え

る . 40 分後35 % , 6 0 分後 42 % と 徐々 に 増 加 す る が

80 分後の 段 階で 44 % と なお 抑制効果 が残存す る .

一

方 , 投与前の 誘発 電位 の 遅 い 相 は
, 陰 性頂 点 よ り下降

し 潜 時7 5 m s e c に n o t c h と . 潜時112 m s e c に 小さ な陰

性頂点 と を示 し て 緩 やか に 続く 電位 で あ る . 薬剤投与

30 秒後よ り 25 分後 ま で ∴誘発 電位 の 潜時 75 m s e c 以

降 は抑制さ れ て 完全 に 平坦 と なる . 4 0 分後 か ら 80 分

後に か け て 遅 い 相 は急激 に 抑制か ら 回復し , 投与前の

頂 点潜時が 112 m s e c に み られ る 陰性波 は 2 . 4 ～ 7 .6

倍の 振幅 の 増 加を認 め , そ の 頂点 潜時は 40 , 6 0 , 80 分

後で そ れ ぞ れ 111 . 1 2 0 , 1 1 2 m s e c で あ る .

誘発 電位の パ ル ビ タ ー ル 剤 に 対す る 態度 は早 い 相と

遅 い 相 に お い て
一 様 で な く , 潜 時約75 m s e c 以前 の 早

い 成分 は抵 抗性を示 し , 7 5 m s e c 以 降の 遅 い 成 分 は鋭

敏 に 影響を 受け , こ の 傾 向は . 薬剤の 投与量 の 多い程

著明と な る .
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八 丁
= し鳩 山 叫

C O N T R A . P E L V . S T I M .

1 43

t0 0 0

1●■lく

図 3 骨盤神経誘発電位陰性成分の 回復 曲線

A : S I 誘発電位

B : S II 誘発電位

C : O G 誘発電位

a
-

C は O G にお け る2 発刺激の効果を示 す .

a : 刺激間隔 2 50 m s e c .

b : 刺激間隔 7 00 m s e c .

c : 刺 激間隔 10 0 0 m s e c .

校正 : 50 J∠Ⅴ
,
1 0 0 m s e c .

対側骨盤神経刺激
,
0 . 3 Ⅲ z

,
5 V

,
2 0 回加算 .

グラ

フ の 横軸 は . 2 発刺激の 時間間隔 . 縦軸は
, 試験

反 応の 回復率 を示 す .

I P S J . P E L V . S T I M .

｣ 5 叫

5 0 rれ$ O C

図 4 . 頻回 刺i敷に よ る誘発電位 の 変化

SI の 同 一 部位 に お け る
. 対側骨 盤神経刺激 ( A) お よ び同側骨 盤神経刺 激 ( B ) に よ る 記

録 . 誘 発電位 は 1 H z 以上 で 振幅 を減少し , 8 H z 以 上で 零 と な る .
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図 5 . th i a m y l a r s o d i u m に よ る誘 発電位 の 変化

A . 1 0 m g / k g . B . 2 0 m g /k g 経静脈投与 に よ る O G に お け る誘 発電位 ( 左 列) お よ び皮 質

脳 波 ( 右列) の 経時的記 録 . 対 価骨盤神経刺激 ( 0 . 5fi z
. 5 V ) .

薬剤 に 対し
, 7 5 m s e c より遅 い 成分が 特 に敏感 で あ る こ と を示す .

誘 発 電 位の 校 正 : 5 0 /上Ⅴ.

皮質脳 波の 校正 : 2 0 0J上V t l s e c .
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パ ル ビ タ ー ル 剤 の お よ ぼす 抑制効果 に は . 誘発電位

と皮質脳 波の 問 に お い て 時間的に 差 異が あ る . 誘発電

位の 受ける抑制 は ･ 投与後3 分を経て 最 も強く見 られ

る .
これ に 対し , 皮質脳波 は薬剤投与3 0 抄後, 平坦 に

近 い状態に 抑制さ れ
, 投与後3 分で は明 らか に 小陽 性

波の 出現頻度の 増加 を来す .

Ⅲ . 脊髄切戟に よ る誘 発電位の 変化

図 6 は . 第3 頚髄 の 部分切戟の , 骨 盤神経 刺激 に よ

る大脳 皮質( O G ) 誘 発電 位に お よ ぽ す 影響 を示す . 脊

髄後索切戟, 半側切戟 で は , 誘発 電位 の 潜時, 振幅 .

波形 に 大き な変化 を来さ ない . 更 に 後側索 の 切戟を 追

加す ると 反応の 早 い 成分 に は変化 を来さ な い が , 遅い

成分は振 幅の 増大 を来す . 図7 に 示す 例で は . 反 応の

潜時65 m s e c 以 降の 部分が小さ な陰性 波の あと に 大 き

な陽
一 陰性波を示し

. 振幅は後側索切 蔵前 の 約15 倍 に

もお よ ぶ , 側索中部 よ り前索 に お よ ぶ 切戟( 図6 の Ⅳ)

で 誘発電位 は消失 す る . 側索t 前側索の 表層部を残す

切鼓( 図7 の Ⅳ) で は , 反 応は よく 残り , 更に こ の 部

P E L V . S T I M .

C O N T R A .

V ＼
l - ゆ

さβJ / ㌦

V し
椚 叫 ヰ

柑γレ
トー ー ･

･
′･

一 一

1 4 5

を含む 切裁 ( 図 7 の V ) を加え る と反 応は消失し た .

逆 に 側索 t 前索 の 表層 部を切赦し . そ の 深部を残 し て

も反 応 は 変らず 存在し , 深部の 切故で 反応の 消失 を 見

た例 もあ る . S I で は , 背景皮質脳 波が 大き く ch l o r
.

al o s e s pi k e の 混入に よ り r e li a b l e な 記軌 まと れ な か

っ たが
. 同様 に 側索 中部 よ り 前索 に お よ ぶ 範囲の 切放

で 反応 は消失 した . こ う し た 切故 に よ る変化は , 記 録

部位と 同側お よ び対側の 骨盤神経刺激 に よ る誘発電 位

に お い て そ れ ぞ れ 同じ態度を示 した .

考 察

L a n gl e y
2 5 J

は , 自律神経系 に つ い て 胸腰髄 に 発 す る

も の ( th o r a c o ･1 u m b a r o u tfl o w ) に 対し て , 脳 幹お よ

び 仙 髄に 発す る もの ( C r a n i o
･

S a C r al o u tfl o w ) が
, 形

態の み な ら ず , そ の 機能 に も著しく 異な る特徴が あ る

こ と か ら , 前者が 交感系と 呼ば れ るの に 対し , 後者 を

特 に 副交感系と 名付け対比分類 し た
.

彼に よ る自律神経本来 の 定義 は , 遠心系の み に 限 ら

V ＼ノ

坐′
ノ

ト ー

宣
苦

｣ 5 叫
十

らO m 紳 G

図 6 ･ 脊髄切裁の 骨 盤神経誘 発 電位 に お よ ぼ ㌻影響

C O N T R A : 対側骨 盤神経 刺# 1( 0 . 5 H z , 5 V )

I P S I ･ : 同側骨 盤神経刺激 ( 0 . 5 H z
, 5 V ) に よ る大脳 皮質 O G に お け る誘 発 電 位 . Ⅰ ～

Ⅳ は ･ 脊髄 C 3 に お ける 各切裁 を示す . 後索切裁(Ⅰ) . 半側切戟(II) で は , C O N T R A . . I P S l .

と も に 誘発 電位 に 大き な変化 を来さ な い . Ⅳ で 示す 範囲 に 骨盤神経求心 径路が 含 まれ る .

校正 : 50 〟Ⅴ
, 50 m s e c .
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図7 . 脊髄切戟の 骨盤神経誘発電位 に お よ ぼす 影響

C O N T R A . : 対側骨盤神経刺激 ( 0 . 5 H z , 5 V )

I P S I . : 同側 骨盤 神経刺激( 0 . 5 H z
, 5 V ) に よ る大脳皮質 O G に お け る誘発 電 位 . Ⅰ ～ Ⅴ

は ∴脊髄 C 3 に お け る 各切戟を示す . Ⅲで 示す 後側索切裁 に より , 反応 の 常時 65 m s e c 以 降

の 遅い 成分 に 著 しい 振幅の 増大 の 変化を 来す .

一

方 . 反 応の 早 い 成分 は殆 ど変化 を 示 さ な

い .

校正 : 5 0〟Ⅴ
, 5 0 m s e c ,

れ , 内臓系 に 含ま れ る求心 性神経 成分は
一 般体性神経

と 同等の も の と さ れ た
2 8I

. し か し . 内臓神経 , 迷走 神経

ある い は骨 盤神経な ど の 内臓性末梢神経 の 中に 含ま れ

る多量 の 求心 性線維
用I

は , 機能的 に はそ の 中の 遠心 性

成分と 不可 分 の 関係 に あり , 自律神経の 中に は求心 系

を も含め る も の が 多い .

E c k h a r t
2 7 )

は , 骨盤神経が 外生殖器の 血管拡 張作 用

を も ち . こ れ が勃起の 本態で あ る こ と を 証明 し , こ の

神経 を勃起神経 N n . e ri g e n t e s と 命名 し , こ れ は 解剖

学 用語 と して 集録さ れ て い る . しか し , こ の 神経 は自

律神経機能と し て 上述の も の の 他 に
, 膀胱お よ び 直腸

の 収縮 の 機能が あ る他 に多量 の 求心 性線維を 含む 事実

よ り .
L a n gl e y ら

2 8J2 9)
は . 骨盤 神経 と命名 し , こ の 名称

が 現在 より
一 般的に 用 い られ て い る .

骨 盤 神 経 に 含 ま れ る 求 心 性 線 維 に つ い

て , L a n gl e y ら
2 81

は , ネ コ 骨盤神経 の 有髄線絶 3500 本

の う ち 求 心 線 維 は 1 /3 で あ る と 記 載 し て い

る .
P a tt o n

1 6) は
,
ネ コ の 内臓神経 , 迷 走 神経お よび骨

盤神経 の 求心 性有髄線維 を調 べ
, 骨 盤神経 に つ い て は

3
～ 4〃 に 最 大値 を示す 単 峰 性 の ヒ ス ト グ ラ ム を 示

し . こ れ は迷 走 神経 と類似す る と述 べ て い る . イ ヌ 細
お

よ び マ ウ ス
川

の 検索で は . 骨盤神経 申の 無髄線維は極

め て 少い
. 脊髄 後根で 見 られ る骨盤神経 求心系の 伝導

速度 は
, 福田

3 2)
は ネ コ に つ い て 8

～

1 0 m / S e C で あると

し . R y all ら
3 3)

は ネ コ で 40 m / S e C に も ピ ー ク を も つ

が 大半 は6 m / s e c で あ る と し た , 山本 ら
1)72 )

は ネ コ 骨 盤

神経刺激で S 2 後根で 得た el e c t r o n e u r o g r a m で は .

伝導速 度が 50 . 2 5 . 1 2 m / s e c に 求心 性 成 分 の 3 つ の

ピ ー ク が 見 ら れ , 大 半 が 25 m / s e c 以 下 に 属

し . 0 . 5 m s e c の 矩形波を 用 い た場合 そ の 刺 激 闘値 は

1 . 2 V で あ り . 4 . O V で 最大値が 得 られ ると し た . 山本

ら
l 榊 岬

～ 1 21
は , ま た ､

ネ コ の 骨 盤神経刺激で 腹圧冗進の

反 射現象 が起 こ る こ と を 発 見し . こ れ を骨 盤神経腹圧

反射 p el v i c o
-

a b d o m i n a l r e 色e x と 名付 け ,

一 連の 実



ネ コ 骨 盤神経求心 系 の 大脳皮質 へ の 投射

験か らそ の 反 射中枢 は 延髄 下 オ リ ー ブ 核の 存在す る 高

さで 外側網様体に あ ると 主張し た . こ の 反 射は . 排尿 .

排便お よ び骨 盤内臓 の 痛み に 関係す る体性面の 反射と

考え られ . こ れ に 関係す る 求心 性 線 維 群 は†ふ導速 度

25 nl / s e c 以 下の もの で あ る事が 証 明 さ れ た . 石 黒
りI

は , ネ コ 骨 盤神経電気刺 激に よ る下位 脳 幹で の 誘発 電

位を2 V の 刺激 閉値で 記 録し た
. 誘発電 位は , 橋吻 側の

背外側網様体, 延 髄 の 腹外側網様体で 著明に 見られ ,

また皆側網様体お よ び腹内側網様 体 で も 記 録 し て い

る . 富子
川
は , 下位脳幹で の 誘発 竃位 の 分布 を t 骨盤神

経の 直腸 枝 と膀胱 枝 に 分けて 刺激し記 録 し . その 刺激

閉値を 2V , 伝 導速度は 12 ～ 2 3 m / S e C で あ ると し, 中

位延髄の 背外側部 ｡ 瓜 束近傍で は特 に 直腸 枝の 投射 が

優勢で あ り . 両枝の 投射間 に は 抑制的相互干渉が あ る

と述 べ て い る . 沖
15 I

は , ネ コ 骨盤神経電気刺激 に よ る 脊

鯨誘発 背面電 位お よ び単位発射記録 に より , 骨盤神経

一 次求心性線維は主 に S 2 中間灰白質 の 所謂 V 層 に 終

末し.
そ の 伝導速 度 は 27 . 5 m / s e c 以 下で あ る と の 結果

を得た . こ れ ら の 報告 は い づ れ も , 骨 盤神経求心 性線

推 の 主 要 な 成 分 は g r o u p Ⅲ ( A γ2 5 m / S e C
.

A 8 1 2 .5 m / s e c ) に 属す る こ と を示す .

体性感覚 , 視覚 . 聴 覚に あず か る 神経の 末梢刺激 に

より大脳皮質表面 に 記 録さ れ る感 覚性誘 発電位 は . 潜

時10
～

20 m s e c , 持続 40 ～

8 0 m s e c の 速 い 反 応 と 潜

時が約100 m s e c 以 上の 遅 い 反応 より な る . 速 い 電 位

は ･

一 般 に 陽
一

陰2 相 性波形 を示し て 大脳 皮質表面の

限局した 領野 に 記録さ れ . こ れ は直接 の 中枢径路 に 関

係す る反応 と して
一 次 反応 と呼ば れ る

3 41
. こ れ に 対 し

遅い電位は . 速 い 電位 の 得 られ る 領野 の 他 , 大脳の よ

り広 い 範匪= こ記録 で き 二 次反 応 と 呼ば れ る
3 4卜 371

誘発 電位 は , 求心 性線維の イ ン パ ル ス , 各 種 ニ ウ ロ

ン細胞体の 発 軋 シ ナ プ ス 後電位 , 樹状突起の 電気活

動の 集合電位で あ ると 考え ら れ る
3 8卜･4 一

価
.
L i ら

…
は ,

微小電極法 に よ り 誘発 電位の 表面陽性電位 が第Ⅳ 層 で

位相の 逆 転を お こ す の を 見 た . 解剖学的 に こ の 部位 は
,

特殊求心 系の 終末部位 で あ り
4 2,

, E c c l e s
4 0 J

は , 求JL ､ 性

イ ン ′ ヾル ス の 興 奮が 錐体細胞 の 脱分極 を お こ し , こ れ

が電流 の Si n k に な ると 表層 の 樹状 突 起 は s o u r c e と

なり表面 陽性波が 形成 さ れ ると 説明し た . そ の 後 の 特

殊径路や 視床中継 核で の 誘発 電位 の 知 見 も加 わり , ･
- 一

次反応 は J a s p e r
4 3J の 特 殊視床投射 系 こ 次反 応 は汎 性

板床投射系の 活動に も とず く と 考 え ら れ
. 後 者 に は

M a g o u n
4 4 1

の 上行性網様体賦活系も関 与 す る と 考 え

られて い る
45I

. こ れ に よ り感覚性求心 系 の 大脳 皮質投

射部位の 決定に は
, 従来 こ の 初期表面陽性波が そ の 指

標とさ れて き て い る
相 即叫 岬 】

1 47

骨盤 神経 剤激 に よ り得 られ た 誘発電位 は , 基本的に

陽
一 陰 2 相性 , 陰性2 峰性波形を示し た . 潜時約 20 ～

7 0 m s e c の 初 期 成 分 は 安 定 な の に 対 し , 7 0 ～

2 0 0 1 n S e C に 見 られ る 後期成分は振 胤 波形が 変動し易

く ･

パ ル ビ タ ー

ル 割に より 容易 に 抑制さ れる こ と は ,

前者が 上述の
一 次反 応 に . 後者 が二 次反応 に符合 す る

も の と考え られ る .

ネ コ 大脳 皮質の 各種感覚野に つ い て そ の位置 が決定

さ れ て い る . 体性感鴬 野 に つ い て は19 4 1 年 M a r s h all

ら
4 81

, 1 9 41 年 A d ri a n
細

の 部分 的 報告 の あ と , 1 9 4 6

年 W o o I s e y
4 915 0】

が触刺激を用 い た詳細 な投射 野 を 発

表し た ･ ヒ ト の 中心後回 に 相 当 す る p o s t . si g m o i d

g y r u s に 反 対 側 の 投 射 を う け る 第 1 感 覚 野 ( SI)

と
,

a n t ･ Si g m o i d g y r u s に 両側性投射を う け る 第 2

感覚 野 ( S □) が お か れ た . 第 1 視 覚 野 は 194 1 年

T al b o t ら
5 H

. 第 2 視覚野は 194 2 年 T al b o t
5 2J

. 第1 ｡

第 2 聴 覚 野は 194 2 年 W o o I s e y ら
4 61

に よ っ て 報 告 さ

れ た .

内臓を 支配す る神経の 求心 性線維 の 大脳皮質 へ の 投

射 に 関 す る研究 は殆ど 内臓神経 お よ び迷走神経に 関す

る もの で あ る
5 3J

. 1 9 51 年 A m a s si a n
4 n

は , ネ ン ブタ ー

ル 麻酔 ネ コ の 内臓神経電気刺激に よ り , 対側 SI の 上 肢

と 下肢に 挟 ま れ る a n s a t e s u l c u s 削 ､ に 第 1 投射 野

を ･ 両側 S Ⅱ に 第2 投射野を 発 見した . 同様の 結 果が

D o w n m a n
5 4 1

に よ っ て も 得 ら れ た . 更 に 19 6 9 年

K o r n
2 0J

は , ク ロ ラ ロ ー ゼ 麻酔 ネ コ の ｡ r b it al c ｡ r
_

te x に 内臓神経の A γ6 線継群 由来の 陽N 陰 2 相 性 誘

発 電位 を 記 録 し た . 迷 走 神経 に 関 し て は , 1 9 3 8 年

B ail e y ら
5 5

加 速 走神経刺激で ネ コ O r b i t al g y r u s の

皮質電 位 に 変化の お こ る の を 見 た . 1 9 5 1 年 D ell ら
5 6】

が ク ロ ラ ロ ー ゼ麻酔 ネ コ の o r b i t al g y r u s に 初期 陽

性波 を も っ 誘 発電 位を 記録 し , 迷走 神経の 投射野と し

た ･ こ の 投射 野は他 の 研 究者達 に よ っ て も追試 確認 さ

れ , S i e gf ri e d
5 7,

は ネ ン ブ タ
ー

ル 麻酔 下 に ネ コ の

C O r O n a l s u l c u s 外側部の 連 合 野 に も 投射 野 を 報 告

し ･ A u b e r t ら
5 B}

は ネ ン ブ タ ー

ル 麻 酔 ネ コ

で ･ S u P r a S yl v i a n g y r u s 前部の a n s a t e s u l c u s 沿 い

の 小城 と , e C t O S yl v i a n g y r u s 前部 ( S L[ ) の 小域 に

も 投射野が ある と 述 べ た . 1 96 6 年 M a s s i o n ら
1 9J

は ,

ク ロ ラ ロ ー ゼ 麻酔ネ コ で C O r O n al s u l c u s 沿 い の 連 合

野 ･ O r b i t al c o r t e x の 他 に , a n t . S i gr n o i d g y r u s

( M l) か ら c r u ci a t e s ul c u s を越 え て 一 部 p o s t . s i g -

m o id g y r u s に か か る領域と , a n S a te S u l c u s 後 方 の

m a r gi n al g y r u s 前部に も初期表面 陽性 波 を も っ 誘

発電位 を記録し た .

骨盤神経求JL ､ 系の 大脳皮質投射野 に関 する 報告 は少
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い . P a tt o n
1 6 J

は . 大 脳 皮質体性感覚 野の 仙髄領域 へ の

触刺 激が投射す る下肢領野の 最正 中部に , 骨盤神経剤

故 に よ り小さ な 一 次反 応を 得 ると述 べ て い る . 本実験

の 過 程に お い て . 骨 盤神経剤激 に よ る大脳皮質誘発電

位の 記録 は , 加算法 に よ っ て は じ め て 可能と なり , 初

期 に 試み られ た 単
一 掃引の 方法で は . 優勢 な脳 波 に か

く れ て 認 む べ き 反応 を得 る こ と は 不可能 で あ っ た . 骨

盤神経電気刺 激に よ り初期表面陽性波 を含 め著明な 誘

発 電位 の 得 ら れ た 部 位 は , C r u C i a t e s u l c u s を 挟 み

a n t . s i g m o i d g y r u s ( M l ) と p o s t . si g m o i d g y r u s

(S l) .
o r b it al g y r u s , e C t O S yl v i a n g y r u s 前 部 . m a r

-

gi n a l g y r u s 前部で あ る .

p o s t . si g m o i d g y r u s , a n t . S i g m o i d g y r u s は そ

れぞ れ 第1 体性感鴬野 , 第1 運 動野 の 上下肢 ･ 躯幹に

相当す る
49)5 0J

. N a th a n ら
5 9J60 )

は , 臨床例 の 観察か ら上

前頭回皮質の d y s g r a n u l a r a r e a が排便排尿の 調 整 に

重 要な 役割を 果 し . こ の 部の 障害 は排尿 に 伴う す べ て

の 感覚 の 欠如を も た らす と 述 べ た . G j o n e ら
61)

は , ネ

コ で C r
-

u Ci a t e s ul c u s を挟む S I と M I 皮 質 領 域 の 電

気刺激で 勝胱機能の 興 奮あ る い は 抑制が お こ るの を 見

た . 本実験で 初期陽性彼を 得た 領域 は ,
P a tt o n

1 6J
が 骨

盤神経 刺激 に よる
一

次反 応を 見た S I の 小領 域 も 含 ん

で , 吻 側, 外側に よ り広い も の で あ っ た . こ れ は , 麻

酔条件に 加え , 記録 に 平均加算法 を用 い る こ と に よ り

小さ な 反応 も言己録し得 たた め と 思 わ れ る .

骨 盤神経刺 激に 対 し e c t o s yl v i a n g y r u s 前 部 (S

I ) で は
,

O r b i ta l s u l c u s 後端に 沿 っ て 小振幅の 初期

陽 性波が得 られ た . 迷走 神経 欄5 8
庖 よ び 内臓神経

4 7 仰
の

S Ⅱ 皮質 へ の 投射 は , S u p r a S yl v i a n s u l c u s 沿 い の

体性感鴬野 の 上肢と下肢の 中間部で あ り , 骨 盤神経の

投射部位 は こ れ に 比 し , 外側 へ 隔 っ て い る .

ネ コ , イ ヌ
,

ウ サ ギ . サ ル な ど の 哺乳 動 物 に お い

て . o rb i t al c o rt e x は解剖学的 に 辺 縁 系 の
一 部 を な

し . 視床下部と 連関 して 自律神経系に 重要 な役割を 担

う と さ れ て き た
6 2)63)

. B a il e y ら
5 5)

は . ネ コ O r b i tal

C O r te X を電気刺激し , 呼吸 の 緩 徐化 . 血圧上昇 . 胃の

弛 緩を 見 た . Gj o n e ら
抑

は , 電気刺激に よ り 排尿 に 対

す る 抑制効果を ネ コ O r b i t al g y r u s 全 般 に 見 た .

一

方 , 体性知覚 が 前頭 葉下面 に 投射さ れ る こ と が H e s s

ら
8 4I

に よ っ て はじ め て 証明さ れ t K o r n ら
6 5I

は , ネ コ の

前肢の 触刺激が o r b i t al g y r u s の 吻 側に , 後肢 の そ れ

が尾側 に 投射す る が . S I
, S Ⅱ

一
に 見 ら れ る 程 著 明 に

t o p o g r a p h i c al な 投射野 は示さ な い と述 べ た . 内臓神

経
2 01

お よ び迷走神経
l 叩 8 ㈹

の 求 心 系 は , O r b i t al c o r
-

t e x の 広 い 範囲 に 投射 し
, 本実験 に お い て 骨盤神 経 刺

激 に よる 初期 陽性彼の 得 ら れた 部位と 共に 3 者 は明ら

谷 川

か に 重畳 を 示す ･ こ の こ と は . o r b it a l c o r t e x 全域が

ひ と つ の 統御中枢 と し て 機能し て い る こ と を 示唆す

る .

A m a s s i a n
17 】 お よ び Al b e

･ F e s s a r d ら
6 7I

は .

m a r g i n al g y r u s 前部 は感覚性求 心 系が集中す る

部位 で あ る と主 張 し た
. M a s si o n ら

19 )
に よ り 見ら れ

た , ク ロ ラ ロ ー ゼ 麻酔下 の ネ コ の 迷走神経刺激に よる

こ の 部 位 の 誘 発電 位 の 潜 時 は
. 2 5

～

3 0 m s e c で あ

り , S I や o r b it al g y r u s の もの に 比し 有意 に 長か っ

た . 本実験 に お い て . 骨 盤神経刺激に 対 し て m a r gi n al .

g y r u s 前部か ら得 ら れ る反 応 は潜 時 20 ～ 2 8 m s e c で

あ り , S I や o rb i t al g y r u s の も の に 比し 1 ～ 3 m s e c

長 く . 初期陽 性疲 は小振幅で 時に 記録 し得 な い 場合も

あ る
一 方 , 潜 時70 m s e c 以降の 後期成分は安定して 大

振幅 に 記 録さ れ た .

内臓神経の 構成線維 は , A β, A γ∂, C の 3 種 よ り な

る
- 6I 6 8 卜 細

. K o r n
2 0 -

は ク ロ ラ ロ
ー ゼ麻酔 ネ コ の 内臓神

経刺激 に よ る 反応 を , 内臓神経と 大脳 皮質 か ら同時記

録し , O r b it a l c o r t e x で 得 られ る 誘 発 電 位 は 刺激闇

値0 . 4 V で あ り , 内臓神経 に お い て 伝導速度 35 m / s e c

の 彼の 出現と 同期す る こ と よ り , A γ∂ 線 維 群 が 関与

す る と 述 べ た . 本実験 で 観察さ れ た骨盤神経刺激に よ

る大脳 皮質誘発電位 ( SI ,
S ‡ , O rb i t a l c o r t e x ) の 刺

激 閲値 は 0 . 6 ～

0 . 7 V で あ り , 関 与 す る 線 維群 が

A γ∂ ( g r o u p Ⅲ ) に 属す ると 推定さ れ る . 骨 盤神経刺

激で 見 られ る 腹圧 反射
1l

. 延 髄誘発 電位1 … I
, 脊髄背面

電 位
1 51

に も g r o u p Ⅲ 線維群が 関わ る と さ れ , ま た
一

般 に こ の 線維 群は痛覚 の 伝達 に あ ず か る .

F r e n c h ら
7 1J

は . p e n t o b a r b i ta l に よ り 脳 幹 網様体

に お け る体性感覚 誘 発電 位が 大脳 皮質知覚領 の そ れよ

り も遥か に 著明に 抑 制さ れ る こ と よ り , こ の 薬剤の麻

酔 機序 は 脳 幹に 働く も の と し た . A l b e
- F e s s a r d ら

67)

は . 視床の C M 核を経 て 大脳 皮質 に 投射す る体性感覚

誘 発 電位の P e n t O b a r b i t al に よる 抑制を 観察 した . こ

れ に 対 し , 山本ら
7 21

は . 大脳 皮質お よ び脳 幹網様体の誘

発 単位発 射を 同時記 録す る こ と に より , シ ナ プ ス を多

く 含 む径路 は ど
.

こ の 薬剤 に 敏感で あ ると 主 張し た .

実 際
, 脳 幹網様体 あ る い は視床の 内髄 板系を経 る求心

系 は毛帯外系 に 属 し , 大脳 皮質誘発電位で は特殊視床

投射系由 来の 一 次反応に 比 し , より 長潜時で 広 い領野

に 記 録 さ れ る経 過 の 緩い 電位 を生ず る . こ の 遅 い皮応

は , A m a s si a n
1 7)

に よ り
"

a s s o ci a ti o n a r e a
, f

反 応 ( ネ

コ
, イ ヌ ) と 呼 ば れ , B r a zi e r

7 3】
に よ り

"

a s c e n di n g

r e ti c u l a r s y s t e m

' '

反応 ( サ ル) と 呼ば れ ,

一 般 に は二

次反 応 と呼ば れ る . B r a zi e r ら
7 4Jお よ び Ab r a h a m i a n

ら
7 51

は ,
ヒ ト体性感覚誘 発電位で も パ ル ビタ ー ル 割 に



ネ コ 骨盤神経求心 系の 大脳皮質 へ の 投射

対す る
一 次反応 の 抵抗性と 二 次反応の 抑制を受 け易 い

こと を観察し た ･ 本実験 で
,

th i a m yl a r s o d i u m に 対

し , 骨盤神経刺激に よ る大脳皮質誘 発電位 の 潜時約 20

～ 7 0 m s e c の 間の 速 い 成分 は変化が 少 な く , 潜時約70

～ 2 00 m s e c 間 の 遅 い 成分 は潜時の 延 長 ､ 振幅の 減少 な

い し消失と い う鋭 敏 な影響を受 け た . こ こ に , 木脳 皮

質に 誘発 電位 を生ず る骨盤神経求心系 に も′ヾル ビ タ ー

ル 割に 対す る抵抗性の 強弱を示す 2 系 , 毛帯系 と毛等

外系の 関 与が 推 定さ れ る .

A m a s si a n
川

は , 内臓神経の A β線維 の 70 % は後索

を上行 し , 内臓神経電気刺激に よ る大脳皮質知覚領 の

一 次反応 が
･ 頚 髄 後簡 切 戟 に よ り 消 失 す る の を 見

た ･ Ai d a r ら
7 6,

･
D o w n m a n ら

70}
も , 内臓神経 の A β

線維が後索を上行す るの を 証 明した .

一 方 . 骨盤神経

に関 して ･ N a th a n ら
7 71

軋 後索 の 求心 系が 膀胱 の 伸長

知覚の 伝 達 に 関 与す ると の 臨床例を 報告 した . ネ コ 骨

盤神経求心系 に は - 伝導速度 50 m / S e C に ピ ー

ク を も つ

A β線維群が 存在す る
一 冊 - 6ミ 山本ら

引
は , ネ コ 頚髄後索

最中央表面 部 より膀胱 の 拡張 に 同期 す る単位発 射を 記

録する 事に 成功し た が
. そ れ は皮膚 の 触 , 圧刺激に 応

ずる 発射 に 比 し て 電位 の 大き さ は著 しく 小さ く , ま た

得られ る頻度も 著しく 少 い も の で あ っ た . ま た骨 盤神

経の 電気刺激に 対 し , 上位頚髄 の 側索か ら誘発単位発

射が得 られ る の に 対 し , 後索か ら得 られ た も の は な い .

延髄の 後索核や 内側毛帯 で も骨 盤神経 刺激 に よ る誘発

電位は 殆ど記 録さ れ て い な い
- 3 ‖4I

. ま た , 骨 盤神経腹庄

反射に 後索 の 切裁は認 む べ き 影響 を与 え な い
-】

. 本実験

に お い て も ･ 後索切 戟は骨盤神経刺激 に よ る SI や ｡ ト

b it al g y r u s の 大脳皮質誘発電位 に 殆 ど変化を 与 え な

か っ た事実 はt 骨 盤神経 に お い て は後索の 関与 は少 い

も の と考え ら れ る .

骨 盤神経 求心路 の 脊髄横断故 に お け る 位 置 に つ い

て
･
B a r ri n gt o n

78)
は ネ コ で 側索 と述 べ た . N at h a n ら

7 7)7 9) 餌) は
･ 豊富 な臨床例か ら膀胱充満惑 お よ び尿 道

の痛覚･ 温度覚 は.
ヒ ト 中部胸髄位 で 対側側 索 表面 を上

行す ると述 べ た
. 呂

81)
は . ネ コ 骨 盤神経血圧 反 射 を用 い

た切載実験 で , そ の 求心路は胸髄で は両側 性に
一 部後

索を , 大部分前部側索を上行す ると し た . 山本 ら
-)
は ,

骨 盤神経腹圧 反射を 指標と した 場合 ,
ネ コ 骨 盤神経求

心系は腰髄 , 下部胸髄 で は後側索 に 存在し , 頸髄 で は側

索中央の 表層部で あ る と述 べ た . 骨 盤神経刺激 に よる大

脳皮質誘発電位を 指標と し た頚髄( C ｡) 切裁 に よ る本実

験か らは , 骨 盤神経 求心系 は側索の 中部か ら前部 に か

けて 可成り広 い 範囲に 分布 して 存在 す る と 考 え られ た .

脊髄切戟急性実験で は , 脊髄 シ ョ ッ ク の 問題 が 加わ る

た め
, 切裁 に よ る機能喪失に よ る径路 の 決定 に は慎重

149

を要す る . 脊髄 シ ョ ッ ク に 関 して は . 背景脳波 の 充分

な回 復を観察 し , 切戟範囲の 決定に は形 態 学的 に 組織

の 欠 損 . 線維 の 断裂 ｡ 錯綜お よび 出血巣 の み ら れ る部

位を 同 一 横断面上 に 投影 , 加算し て 傷害 の 範 囲 と し た .

実際に は
･ 切俄 に 付随す る循環 障害 や 浮腫等に よ り形

態学 的範囲 を越え て 機能的障害が存在 す る も の と考え

ら れ る
81ト 83)

S c h e r ri n g t o rl
帥

が
.
ネ コ に つ い て 中脳に お い て 切断

す ると 除脳硬底 を来す が , 更に 脊髄を 切断す ると 屈曲

反 射が 著明に 増 強す る こ と を示 して 以 軋 脊髄 に 対す

る上 位脳 の 強い 影響力が 認識 され た . L i d d e ll ら
85)

は .

屈曲反射 の 抑制径路が 脊髄 の 後側索 に 存在す る と述 づ

た ･ H o l m q u i s t ら
88)

は , 除脳動物 に お ける g r o u p I b お

よ び屈 曲反 射求心 他線維 に 関す る反射活動に 対す る抑

制 中枢 は , 橋下部な ら び に 延髄 の 下部網様体前内側部

に 存在 し - 脊髄側索 の 後部 ( 背側綿様体脊髄路) を 下

行 し
･ 両側性 に , 反 射 に 関与する介在 ニ

ュ
ー

ロ ン を 緊

張 支配 す る と述 べ て い る . 脊髄切戟に よ る脊髄反射 の

抑制の 解除 は
, 体性の み な らず 内臓運動 な どの 自律神

経面の 反 射 に も広く 見 ら れ る ･ D o w n m a n ら
87)

は 滴 臓

神経肋間神経反射の 抑制径路が 後側索 に 存在 す る こ と

を 示し ･ こ の 径路 は延髄 内側か ら の 下行路と考 え られ

る と述 べ た ･ 本実験 に お い て 上部頚髄の 両側後側索の

切 戟が
, 骨盤 神経 剤激 に よる 大脳皮質誘発電 位の 振幅

に 著明 な増大 を 来し ･ ま た 骨盤神経求心系 に 対す る 抑

制径路が こ の 部位 に 存在す る こ と を 示 唆 す る . 山 本

ら
l)4)

は ･ ネ コ の 上部頚髄 両側後側索の 切故に よ り骨 盤

神経腹圧 反 射 の 冗進を観察 し , ま た こ の 切戟部位 の 尾

側の 刺激 は反 応を 抑制す る の に 対し , 吻側の 刺激 は効

果 が な い こ と を 見 た( p e r s o n a I c o m m u n i c a ti o n ) . 石

黒
13)

は , 延 髄の 腹 内側網様体 ( V M M ) の 刺激が . 骨盤

神経刺激 に よ る腹外側網様 体( V L M ) お よ び橋吻側の

背外側網様体 ( P R ) の 誘 発反 応 を抑制し . ま た , 膀胱

収縮に 関係 し ･
V M M は こ れ に 対 し抑制的 に作用 す る

の を 認 め た ■ 以 上の 事実よ り , 骨 盤神経 の 脊髄 内求心

系に 対 す る抑制系の あ る も の は延髄 に 発 し , 後側索 を

下 降す る もの と 推定さ れ る .

結 論

ク ロ ラ ロ
ー ゼ麻酔 , ガ ラ ミ ン 非動化ネ コ の 骨盤神経

を電 気刺激し , 電子計算機に よ る平均加算法を 用 い て

大脳皮 質表面か ら誘発電位 を記録 した .

1 ･ 著明 な誘発電位の 得ら れ た部位 は , 大脳 半球両 側

性 に
･ a n t ･ Si g m o i d g y r u s の 後 部 ( M I) と

P O S t ･ Si g r n o i d g y r u s の 前部( S I ) . o rb i t al s u l c u s

後端 沿 い の e c t o s y l v i a n g y r u s の 前 部 ( S Ⅲ) .
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O r b it al g y r u s ( O G ) お よ ぴ a n s a t e s u l c u s 近 傍 の

m a r gi n al g y r u s 前部 ( M G ) で あ っ た .

2 . 誘発電位の 波形 は , 陽 一 陰2 相性 を示す もの と 陰

性 2 峰性 を示す も由が あ っ た . 誘発電位 の 立ち 上が り

潜時は , 1 6
-

2 6 m s e c で あ り , O G で 最 も短か く ,
M G

で 最も 長か っ た . S I , O G で 得 られ た誘発電位の 初期

陽 性波は , 広 い 分布 と大き な振幅を 示し た .
こ れ に 対

し , S II , M G で はそ の 分布 は狭く 振幅も小さ か っ た .

3 .
パ ル ビ タ

ー ル剤 の 経静脈投与に 対し , 誘発電位の

早 い 成分 ( 港時 20
-

7 5 m s e c) は抵抗を示 し . 遅 い 成

分 ( 潜時> 75 m s e c ) は敏感 に 抑制さ れ た
.

4 . 上部頚髄 ( C 3) の 部分切我が . 誘発電位 に お よ ぼ

す影響を 見 た . 後索切戴や 半側切栽 は , 対側 あ る い は

同側骨盤神経刺激 に よ る誘発電位 に 著明な変化 をお よ

ぽ さ なか っ た . 両側後側索 の 切裁 は , 誘発電位 の 遅 い

成分 ( 潜時65
→

2 00 m s e c ) に 振幅の 増大を 来し ,
こ れ

に 対 し側索中部か ら前側索 に か けて の 切載は誘 発電位

の 消失を 来し た .

終り に臨み . 終始御懇篤な御指導 と本論文の 衡校閲 を賜 っ

た 恩師山本信二郎教授に 深甚 の 謝意 を表 し ます . ま た , 本研

究の 遂行 にあ た り常 に適切な御指導 と衡教示を 賜 っ た伊藤治

英講師苫 は じめ教室貞各位 の 御協力 に厚 く 御礼 申 し 上 げ ま

す .
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.
B . R .

: S o m a t o
-

m O t O r
,
a u t O n O m i c a n d

el e c t r o c o r ti c o g r a p h ic r e s p o n s e s t o el e c t ri c al

S ti m u l a ti o n o f
-

rh i n e n c e p h a li c
,

a n d o th e r

S t r u C t u r e S i n p ri m a t e s
,

C at a n d d o g . A c ta

p h y si o l . s c a n d .2 4
,
S u p p .8 3 .1

- 2 8 5 (1 9 5 1 )

6 3 ) N e w m a n
,
P ･P ･ & W oI s t e n c r o ft ,J . H .

: I n fl u e n c e

O f o r b i t al c o r t e x o n b l o o d p r e s s u r e r e s p o n s e s

i n c a t ･ J ･ N e u r o p h y si o l ･
, 2 2

,
5 1 6 - 5 2 3 (1 9 6 0)

6 4 ) H e s s
,

W ･ R . , A k e rt
,

K . & M c D o n a ld
,
D . A .

: F u n c ti o n s o f th e o r b it a l g y ri o f c ats
.

B r a i n 7 5 ,1 4 4
-

2 5 8 (1 9 5 2)

6 5) K o r m E .
,

W e n d t
, R . & A l b e

･ F e s s 8 r札 D
.

:

S o m a ti c p r o j e c ti o n t o th e o r b i t al c o r t e x of th e

C a t . E l e c t r o e n p h .C li n . N e u r o p h y si o l .
,
2 l ,

2 0 9
-

2 2 6

( 1 9 6 6 )

6 6) K o r n
,
H ･ & M a s si o n , J . (1 9 6 4) : N e w m a n 5 3)

に 依 る .

6 7 ) A l b e
･F e s s a r d

,
D . & R o u g e u l

,
A . : A c ti v i te s

d
'

o r gi n e s o m e s th e si q u e e v o q u e e s s u r l e c o r te x

n o n
･

S p e Cifi q u e d u c h a t a n e s th e s i e a u

C h l o r a l o s e : r O l e d u c e n t r e m e d i a n d u th al a m u s .

E l e c t r o e n c e p h . C li n . N e u r o p h y si o l .
,
1 0

,
1 3 1 -

1 5 2

( 1 9 5 8)

6 8 ) G e r n 8 n d t
,
B . E . & Z o tt e r m 8 n , Y .

: I n t e sti n al

p ai n ‥ a n el e c t r o p h y si o l o gi c al i n v e s ti g a ti o n o n

m e s e n t e ri c n e r v e s . A ct a p h y si o l . s c a n d .1 2 ,5 6 - 7 2

( 1 9 4 6)

6 9) A m a s si a n
,
Ⅴ.E . ; F i v e r g r o u p s a n d s p i n al

D a t h w a y s o f c o rti c a ll y r e p r e s e n t e d vi s c e r al

a ff e r e n t s . J . N e u r o p h y s i o l . , 1 4 ,4 4 5 - 4 6 0 (1 9 5 1 )

7 0) I) o w n m a n
, C . B . B . & E v a n s , M . H . : T h e

d i s t ri b u ti o n o f s pl a n ch n i c aff e r e n ts i n th e

S pi n a l c o r d o f c a t . J .P h y s i o l ,
,
1 3 7

,
6 6

-

7 9 (1 9 5 7)

7 1) F r e n c h , J . D . . V e r z e a n o , M . & M a g o u n
,
H . W . : A

n e u r al b a si s o f th e a n e s t h e ti c s t a te .

A r c h . n e u r o l .P s y c h i a t .
,
6 9

.
5 1 9 -

5 2 4 ( 1 9 5 3)

7 2) Y a m a m ot o ,
S . & S c h a e p p i

,
U . : E ff e c ts of

p e n t o th a l o n n e u r al a c ti v i t y i n s o m a t o s e n s o r y

C O rt e X a n d b r ai n s t e m i n c a t . E l e c t r o e n c e p h .

C li n . N e u r o p h y s i o l . , 1 3 , 2 4 8 - 2 5 6 (1 9 6 1 )

7 3 ) B r a zi e r ,M . A . B . : S t u d i e s o f e l e c t ri c al a cti v ity

o f th e b r ai n i n th e r el a ti o n t o a n e s th e si a , p l O 7 -

1 4 4
,
I n N e u r o p h al m a c o l o g y , J o si a h M a c y J r ･

F o u n d a ti o n , N e w Y r o k (1 9 5 4 )
■

7 4 ) B r a z i e r , M . A . B . : L o n g
･

p e r S i s ti n g e l e c t ri c al

t r a c e s i n t h e b r ai n o f m a n a n d th ei r p o s sib l e

r el a ti o n s h i p t o h i g h e r n e r v o u s a cti v ity ･
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El e c tr o e n C e p h ･
C l i n ･ N e u r o p h y s i o l ･ ･ S u p p l ･ 1 3 ･

3 4 7 - 3 5 8 (1 9 6 0 )

7 5) A b r a h a m i a n
,
H . A ･

,
A lli s o n

,
T .

,
G o f f

,
W ･ R ･

& R o s n e r
,
B . S ･ : E ff e c t s o f th i o p e n t al h u r n a n

c e r e b r al e v o k e d r e s p o n s e s . A n e s th e s i o l り 2 4 ,6 5 0

- 6 5 7 (1 9 6 3)

7 6) Ai d a r ,
0 ･ ･ G e o h e g 8 n

,
W ･ A . & U n g e wi tt e r , H ･

: S p l a n c h n i c aff e r e n t p a th w a y s i n th e c e n t r a l

n e r v o u s s y s t e m . J . N e u r o p h y si o l . , 1 5 . 1 3 l, 1 3 8

(1 9 5 2)

7 7) N a th a n
,
P . W . & S mi th

, W .C . : T h e c e n t ri p e t al

p ath w a y f r o m th e b l a d d e r a n d u r e th r a wi th i n

th e s p i n al c o r d ･ J . N e u r ol . N e u r o p h y si o I .

P s y c h i a t .
,
1 4

.
2 6 2

-

2 8 0 (1 9 5 1 )

7 8) B a r ri n g t o n
,
F .J .F . : T h e l o c ali z a ti o n o f t h e

p ath s s u b s e r v i n g m i ct u ri ti o n i n t h e s pi n al c o r d

of th e c a t . B r ai n 5 6 ,1 2 6 叩 1 4 8 (1 9 3 3 )

7 9) N a th a n ,P . W . : T h e r m al s e n s a ti o n i n t h e

bl a d d e r . J . N e u r o l .N e u r o s u r g .P s y c h i a t . ,1 5 ,1 5 0
,

1 5 1 (1 9 5 2)

8 0) N a th a n , P . W .
: A w a r e n e s s o f b l a d d e r f illi n g

W i th d i v id e d s e n s o r y t r a c t . J . N e u r o l . N e u
･

r o s u r g . P s y c h i a t .
, 1 9 ,

1 0 1 - 1 0 5 (1 9 5 6 )

15 3

8 1 ) 呂 靂 義 : 骨 盤神経の 電気刺激に よ る 血 圧 変 動 と

そ の 求心 性線維 に 関す る実験的研究 , 大 阪 大 医 誌 . .

1 1 ,1 8 9 5
-

1 9 0 5 ( 1 9 5 9 )

8 2 ) 赤木愛彦 : 延髄 内膀胱中枢よ りの 下降 性 経 路 に

関す る実験的研究 , 大阪大医 誌
, 1 0 , 45

-

5 1 ( 1 95 8 )

8 3 ) 松下 豊 : 延 髄内膀胱 中枢 よ り の 下 降性 経 路 に 関

す る実験的研究 , 大阪大医 乱 11
.
4 7 9 5

叩

4 8 00 ( 1 95 9 )

8 4 ) S h e r ri n g t o n
, C . S . : F l e x i o n r efI e x o f th e

li m b . c r o s s e d e x t e n ti o n r efl e x , a n d r e fl e x

S t e p pi n g a n d s t a n d i n g . J .
P h y si ol . , 4 0 . 2 8

.

1 2 1

(1 9 1 0 )

8 5 ) L i d d el
,
E ･ G . T . M a tth e s

,
E . , 0 1d e r g ,

E . &

R u c h
,
T .C . : R efl e x r e l e a s e o f fl e x o r m u s cl e s b y

S pi n al s e c ti o n . B r ai n 5 5
,
2 3 9

-

2 4 6 (1 9 3 2)

8 6 ) H ol m q v i s t , B . & L u n d b e r g ,
A . : O n th e

O r g a n i z a ti o n o f th e s u p a s p i n al i n h i b i t o r y

C O n t r O l o f i n t e r n e u r o n e s o f v a ri o u s s pi n al

r e fl e x a r c s . A r c h . i t al . B i ol . . 9 7 , 3 4 0
-

3 5 6 (1 9 5 9 )

8 7 ) D o w n m a n
･
C ･ B ･ B ･ & H u s s a i n l A ･ : S pi n al

t r a c ts a n d s u p r a s pi n al c e n t e r s i n fl u e n ci n g

V i s c e r o m o t o r a n d alli e d r efl e x e s i n c a t s . J .

P h y si ol .
.

1 4 1
,
4 8 9 -

4 9 9 (1 9 5 8)
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P r房e モ也0 舶 O f p eI扇c m e r v e aff e r e n t s t o t h e c e r e b r al e o r t e x of t b e c a t
.

T a k e s hi H a s e g a w a , D e p a r t m e n t of N e ur O S u r g e r y ,
S c h o ol of M e dic i n e

,
K a n a z a w a

U ni v e r sit y ,
K a n a z a w a

,
9 20

,
J a p a n . J . J u z e n I g k . Z .

,
8 8 , 1 3 8 - 1 5 4 (1 9 7 9) .

A b s t r a e t

I n t h e c at a n e st h e ti z e d w it h c hl o r al o s e
, P r qj e c ti o n s o f p el v i c n e rv e a ff e r e n t s t o t h e c e r e b r al

C O rt e X W e r e St u d i e d b y a v e r a g e d e v o k e d p o t e n ti al s .

l ･ M a r k e d e v o k e d p o t e n ti al s w e r e r e c or d e d
,
i n t h e p o st e ri o r p a rt o f t h e a n t e ri o r si g m oid

g y ru S ( M I) ,
i n t h e a n t e ri o r p ar t O f t h e p o st eri o r sig m o i d g y r u s ( S I) ,

i n t h e a n t e ri o r p a rt o f t h e

e c t o s y h i a n g y ru S al o n g t h e e n d o f t h e o r b it al s u l c u s (S I I) , O n t h e o r b it al g y r u s ( O G ) a n d i n t h e

a nt e ri o r p a rt o f t h e m a r g in al g y ru S n e a r t h e a n s at e s u l c u s ( M G) . A ll t h e s e a r e a s c o u ld b e a cti v a te d

b y ip si - a n d c o n t r a
-l at e r al p el v i c n e r v e sti m u l a ti o n .

2 ･ T h e e v o k e d p o t e n ti als h a d a d i p h a si c p o siti v e T n e g ati v e s h a p e o r t w o q n e g ati v e -

pe a k s h a p e
.

T h e i n iti a1 1 at e n c y o f t h e e v o k e d p o t e n ti als w a s 1 6 - 2 6 m s e c
,
e S P e C i a n y t h e s h o rt e s t i n O G a n d

t h e l o n g e st i n M G . T h e p ri m a ry p o siti v e w a v e e v o k e d i n S I a n d O G h a d w i d e d i st rib uti o n a n d

la rg e 且 m P 丘t u d e
,

W h il e i n S II a n d M G it h a d s m all d is tri b u ti o n a n d s m a ll a m p h t u d e .

3 . U n d e r i n t r a v e n o u s a d m i ni st r ati o n o f b a rb i t u r at e
, t h e e a rl y c o m p o n e n t s of t h e e v o k e d

P Ot e n ti al (1 at e n c y 2 0 - 7 5 m s e c) r e m ai n e d r el ati v e l y u n c h a n g e d , W h il e t h e l a t e c o m p o n e n t s

(1 a t e n c y > 7 5 m s e c) w er e s u s c e p ti b l y s u p p r e ss e d .

4 . T h e e v o k e d p ot e n ti a l b y ip si - a n d c o n t r a｣.a t e r al p el vi c n e r v e s ti m u l ati o n w a s n ot a ff e ct e d

b y s e cti o n o f t h e p o st e ri o r f un i c u lt l S a n d t h e u n il a t e r a l h al f c o r d a t t h e u p p e r c e r v i c al s e g m e n t

( C 3) . T h e a m p h t u d e o f t h e l at e c o m p o n e n t s ( l a t e n c y > 6 5 m s e c) w a s in c r e a s e d b y b il at e r al s e c -

ti o n s o f d o r s al f u n i c u l u s ･ O n t h e o t h e r h an d
,
b il a t e r al s e cti o n s o f t h e a r e a c o v e ri n g v e n t r al t o

m i d ･

P O r ti o n o f t h e l at e r al f u n i c u l u s eli m i n at e d t h e r e sp o n s es
.


